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＜点 鐘＞ 会長 山本 辰男 

＜ロータリーソング＞ 奉仕の理想 

＜本日のビジター＞  
高山西ロータリークラブ  伊藤 松寿 様 

＜会長の時間＞ 会長 山本 辰男 
 

三日見ぬ間の桜かな。日本人は桜の潔さを大変好きですが

あまりにも寂しい気がします。 

前例会の 1000回例会は有難うございました。大保木さん、

次の日の観光やゴル

フも含めて平塚湘南

クラブの皆様大変喜

んで帰られました。

重ねて有難うござい

ます。 

どうしてこうなった

かと申しますと、「新

会員が沢山入会して

高山へまだいったことがないからぜひ一度」の話が、どう

せなら記念の例会にどうですかという事になったわけで

す。（その割には新会員がひとりだけだったみたいです） 

お馴染みの顔ぶれで気兼ねなく大変楽しいひと時を過ご

させて頂きました。 

細野会長のお話で平塚湘南クラブは 6月で 1100回の例会

だそうです。90回ほどうちのクラブが少ないわけですが、

月曜日と金曜日の祝日の違いと、月曜日に例会を決めた人

に感謝します。 

また、留学生の受け入れは、とりあえず 3件のお宅から受

け入れても良いと声がありましたので預からせて頂く事

になりました。まだ 3件ほど手を挙げて頂けますとありが

たいのでどうぞよろしくお願いします。 

ノルウェーの可愛らしい女子高校生です。是非お願いしま

す。高校は未定ですが、斐太高校か、高山高校にお願いを

したいと思います。 

いよいよゴールデンウィークに入ります。今年は休みの並

びが良くないみたいですが、昨日のさんまちの混みようは

すごいものがありました。ご家族孝行など気を付けてお出

掛け下さい。私は毎年仕事です。いよいよ次年度が本格的

に始動です。研修の報告宜しくお願いします。 

 

 

 

＜幹事報告＞ 幹事 中田 專太郎 
 

◎ＲＩ本部より 
 ・ザ・ロータリアン誌 
◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 
 ・「ＲＩ意義ある業績賞」受賞の報告 
 ・ロータリーバンド演奏会打合せについて 
 ・標準ロータリークラブ定款について 
 ・5月ロータリーレートのお知らせ 
  1＄＝102円 
〇国際ロータリー第 2630地区濃飛ガバナー補佐より 
 ・最終訪問日について  5月 19日（月） 
 ・濃飛グループ 8クラブ合同コンペ会場変更について 
  変更前：かしおゴルフ場 
  変更後：賑済寺ゴルフ場 
〇高山ロータリークラブより 
 ・例会の変更 
  5月 1日(木)休会 定款により 
  5月 22日(木)→25日(日)新緑家族例会 平湯温泉 

＜会報＞ 

 ・高山ＲＣ 

 

 
＜地区研修・協議会報告＞ 

戦略計画部門 永家 将嗣 
 

☆RI会長エレクト ゲイリーC.K.フォン 

「ロータリーに輝きを」ただ座

って暗闇を恨むよりもローソ

クの火を灯そう 

・会長賞への挑戦 

1.会員増強 

2.重点分野に関連する奉仕

プロジェクトへの参加 

3.ロータリーファミリーへの展開（ロータリーデーを

設けロータリアンでない人にロータリーを紹介する） 

☆石垣ガバナーエレクト 

「耳を傾けてロータリーに活力を」 

・戦略計画を立てるにあたって奉仕活動を決めるには、

過去に好評だった奉仕活動や、継続的または地域に

役立つ奉仕活動 

☆ＣＬＰ（クラブリーダーシッププラン）運動がおこった

のはクラブの活性化と元気なクラブになる為、長期計

画・次の年度に確実に引き継ぎ・全員参加で決める 

☆会員は維持と増強の 2本柱 

◆会長  山本 辰男   ◆幹事  中田 専太郎   ◆会報委員長 前越 路子  ◆会報担当 岩垣津 亘 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1001 回 
51 名 50 名 42 名 － 84.00% 

前々回 

999 回 
51 名 50 名 44 名 1 名 90.00% 

＜出席報告＞ 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2013～2014 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「楽しい時(例会)が素晴らしい人生(ロータリー)を創る」 
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・規定審議会で例会出席は最低でもメーク・アップを

含め50％クラブのプロジェクトその他の活動に12時

間以上参加、ホームクラブへは 30％出席かクラブの

プロジェクトに参加していなければならない 

・家事は職業かという問題について 

専業主婦の入会が認められた 

・クラブの長所と弱みを揚げる 

・地域に根差したクラブの在り方を考える 

・数年先のクラブの姿をイメージする 

・青少年支援に地域で最も力を注いでいる奉仕クラブ

になる 

 

 

情報部門 中田 学 
 

清水さん、中田、2名で出席しました。従来は「広報・情

報」が分離し、次年度は「情報」とりわけＣＬＰについて

という事で強化されます。研修会のメインスピーカーはパ

ストガバナーの服部先生が務められました。委員長から趣

旨説明があり、地域にとって効果的なクラブ作り、ＣＬＰ

は当然の事であり、それはそれぞれで独自のプラン作りを

して活性化してほしいとの事でした。その為にルールがあ

りそのルールブックである「手続き要覧」が 3年ぶりに改

訂されました。クラブ独自のプランがルールブックと適合

しているかを考えるために今回の変更点を服部先生から

解説して頂きました。先生方お話を伺って私たちのクラブ

がロータリークラブである以上、最低限ギリギリ解釈が出

来るところで、いわゆる手続き要覧にあるルールを守って

いく。また整合性をとって硬直化してはいけない。その両

者のバランスをとることが大切だと感じました。最後に自

分たちのクラブとは何か?それを考え、それに沿ったルー

ルや形を考えてもらう大切な時期に来ているとご指摘い

ただきました。大変勉強になる機会を頂きありがとうござ

いました。 

 

 

公共イメージ部門 周 信夫 
 

テレビ局に勤務されていた京都伏見ロータリークラブ所

属田岡久雄様により講演をいただきました。 

1.ロータリーの広報の考え方 ロータリーの事業を報道

してもらうだけでは意味がありません。興味がない人は

そのまま見過ごすからです。広報とはロータリー組織の

自慢話を一方的に宣伝するではなく相手の価値観やレ

ベルに合った分かりやすい方法で自分はその人達にど

う役立てるかうまく説明するための技術です。 

2.ソーシャルメディアとの付き合い方 新聞テレビ等の

マスコミがロータリーの事を取り上げてくれないから

ソーシャルメディアを利用しようという考え方は安易

です。 

マスコミは専門家で

すからその人がボツ

にしたものは、他のメ

ディアを利用した所

でよほどの事情が無

い限り多くの人々の

関心を示すことはあ

りません。自分達が訴

えたい対象をよく理解し発信する事が大切です。当ク

ラブの事業「出前講座」もそれに興味を持つ教育関係

者や PTAに絞って情報を発信した方がより効果がある

と感じました。 

 

会員基盤増強維持部門 中田 一男（代理） 
 

私は、拡大・増強委員として「会員基盤増強維持部門（拡

大・増強）」の分科会に出席をいたしました。 

分科会では、「田中 作次」さん、「司 葉子」さん、等の

増強に関してのＤＶＤを見ることになりました。 

その中で、やはり、田中作次さんのお話が印象に残りまし

た。 

その田中作次さんは、拡大・増強のためには、まず退会の

防止が重要である。 

退会は年度末の６月が非常に多くなっている。 

退会の理由としては「自己都合」となっているが、実際の

ところをヒアリングしてみると、 

・例会が面白くない。 

・人間関係がイヤになった。 

・派閥がイヤになった。 

・下働きが多い。 

などが上げられます。ではどうすればいいのか？皆さんも

苦労されていると思いますが、 

・奉仕活動：参加できなかった人にも、その様子をうまく

話してあげる。 

・遊ぶ：参加しやすい同好会などを作る。 

 鈴鹿のゴルフ同好会には「へたっこクラブ」もあり、参

加しやすい工夫がされています。 

・役を付ける・・・お役について頂ければおのずとロータ

リー活動に一生懸命になられます。 

このように、退会防止の工夫をされてから、増強という事

になります。 

それには 

・各会員は「ロータリーとしての誇りを持っているか？」

という事が非常に重要であると思います。 

職業を通じて社会奉仕を何年も実践しているという誇

り！これが新人さんを発掘する時の非常に大きな力や説

得力となります。 

それには、常に「ロータリアンとしての意識」をしていな

くてはならない。ということであります。 

それから、30～40 歳などの若い方を推薦する。やはりこ

れから 20年、30年と活躍してもらわなければなりません。 

次に重要なことは、「高い目標」を掲げることである。 

国際ロータリーは 2018 年に現在 120 万人のロータリアン

を 130 万人にしたい、日本では 88,000 人を 100,000 人と

いっているが、本当はそのような目標ではなく、少なくて

も日本ではもっと大きな目標を上げていかなくてはなら

ないと思います。小さな目標では駄目である。 

次に重要なことはやはり、「ロータリアン」にふさわしい

人を入れることが重要です。 

頭数のみを増やしてもこれも問題が出てくるということ

です。 

以上、流石に田中作次さんだと感心する内容でしたが、そ

の中で一番印象に残った言葉は、各会員は「ロータリーと

しての誇りを持っているか？」という言葉でした。 

以上が、地区研修・協議会に参加をさせて頂いて、非常に

勉強になった事でした。大変に有意義な研修に参加をさせ

て頂き大変ありがとうございました。 
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奉仕プロジェクト部門 堀口 裕之 
 

みなさんこんにちは、本日は 4 月 13 日（日）に多治見市

で行われた 2014 年地区研修・協議会の報告をさせて頂き

ます。 

全体会議においては

ガバナーが発せられ

た『強制ではなく強

い要請である』との

お言葉は、色々と使

い道がありそうで唯

一メモしていた言葉

でした。 

全体会議の後、多治見市文化会館から場所を移し、セラミ

ックパークにて行われた奉仕プロジェクト部門（社会奉

仕・環境保全・国際奉仕）の分科会に参加させて頂きまし

た。 

次年度委員長が発表した社会奉仕部門での重点活動は以

下の 3点です。 

時代に合った地位が求めている新しい社会奉仕へのチャ

レンジの啓蒙 

各エリアの名水と緑景観を保全する活動の杉山 和宏新 

東日本への継続支援 

委員長のお話のあと、活動事例発表が以下の内容でされま

した。 

岐阜長良川ロータリークラブ「災害筆耕支援プロジェクト 

石巻南 RCとの桜の植樹」 

岐阜南ロータリークラブ「(eコミ防災マップ)立ち上げ協

力」 

中津川ロータリークラブ「防災運動」 

津ロータリークラブ「神戸新池さかな放流事業」 

上野東ロータリークラブ「国際奨学金制度について」 

 

 

奉仕プロジェクト部門（新世代） 下田 徳彦 
 

当日はバスで会場に向かい、自家用車で向かわれたメンバ

ーの方と現地で合流しました。登録受付後に昼食をとり、

全体会議が 12：00 に

開会、点鐘されました。

2630 地区 80 クラブか

ら多くの関係者が集

まり、関は 8～9 割埋

まっておりましたの

で、おそらく 1000 名

近い方が登録されて

いると思いました。地

区協議会への参加はＲＣ入会依頼 2回目でしたが、感じた

ことは「地区研修」という文字があるように、全体会議で

はロータリアンとしての基本の部分の話が多かったよう

に思いました。 

その後の分科会は、担当委員会の会場であったセラミック

パークまでバスで移動し会議に参加しました。当日は「多

治見の陶器まつり」と重なったため、行き帰りの道路は渋

滞となり予定を大幅に上回る移送時間がかかりました。私

は奉仕プロジェクト部門の青少年奉仕部門の分科会に参

加しました。 

この分科会はインターアクト、ローターアクト青少年交換、

青少年育成の 4つの小委員会から構成されており、会場に

は 100名近い関係者がみえました。当クラブの永家会長エ

レクトは青少年育成小委員会の委員長を兼ねてみえます。

青少年育成小委員会は全員で 5 名のメンバーで構成され、

私はその一人として次年度出向させて頂きます。1時間半

の分科会の中で、4つの小委員会がメンバーの自己紹介や

現況報告、次年度活動についてそれぞれ発表しましたが、

会長エレクトである永家さんは、会長・幹事関係者の為の

戦略会議に出席されたため、私が委員長に変わり、委員会

紹介、報告、次年度予定を発表させて頂きました。このこ

とは何も聞いておらず、その場でいきなり司会者に振られ、

正直困りました。ただ、これまで出前講座を担当してきた

経験を活かして発表する事ができ、おまけに質問が来て焦

りましたが、何とか質疑応答にも対応できました。 

今回、地区に出向する関係メンバーの一人として地区研

修・協議会に参加し、本当にいろいろな勉強をさせて頂き

ました。その中でも一番勉強になった事は、とても複雑で

難しい地区の組織が少しだけ理解できたことです。 

 

 

職業奉仕部門 田中 雅昭 
 

今回の地区研修・協議会は職業奉仕委員長として参加して

まいりました。今一度皆さんと共に職業奉仕について考え

て見たいと思います。 

1905年 2月 23日（木）

の夜ポール・ハリス

のアイデアで語り合

い創立されたロータ

リークラブ。初期の

ロータリーはクラブ

を通じて互いに儲け

よう、と言う非常に

エゴイズムに満ちた出発の様です。会員間の物質的互恵に

よりロータリアンはどんどん企業が発展して行きました。

しかしある弁護士は自分たちの利益にこだわり社会的に

何もしない団体に将来性も魅力もないと述べ入会しませ

んでした。 

その後 1907 年にポール・ハリスはシカゴクラブ会長に就

任し、活動方針を『奉仕』に大きく転換して行きました。 

さて職業奉仕とは、自らの事業における実践哲学であり、

自分が事業上得た利益は、自分一人の物ではなく、従業員、

取引業者、顧客、そして同業者の協力によって得られたも

のです。利益の適正配分は事業の継続発展に繋がり、業界

の職業倫理を向上するのです。 

それが『最もよく奉仕する者、最も多く報いられる』なん

です。 

最後にロータリーとは心の開発を第一主義とする団体で

すから、人作りなんですね。職業奉仕の実践は、倫理を追

及する例会出席に始まるのです。皆様 100％出席を常に心

におき、日々自分を磨く為に実践しましょう。 

｢ロータリーの職業奉仕を一言で｣と聞かれたら、｢世の為

人の為に奉仕する心を持って職業を営む事｣と言われてい

ます。この言葉こそがロータリーの職業奉仕の基本であり

ます。 

 

 

ロータリー財団部門 今井 俊治 
 

昨日多治見で開催された 2014‐15 年度 国際ロータリー

第 2630地区の地区研修会に参加させていただきました。 

多治見市文化会館での式典、全体会議の後、セラミックパ

ーク MINO に会場を移動しロータリー財団部門（ロータリ

ー財団、ポリオプラス、ロータリーカード）の分科会に参

加させてもらいました。 

渡辺忠彦委員長の挨拶に始まり、各部門、小委員会、担当

グループから 90 分みっちりの説明をしていただきました。 
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ロータリー財団の研修は内容がたくさんありすべてを発

表するのは困難ですので印象に残った点を述べさせてい

ただきます。 

変貌するロータリー財団「未来の夢計画(Future Vision 

Plan)に対応できる基盤の整備を図るためにロータリー財

団の補助金モデルは、地区補助金 DG(District Grants)、

グローバル補助金 GG(Global Grants)、パッケージグラン

ド PG(Package Grants)の 3 種類に簡素化されました。ど

の補助金ともおこなえる活動は同じで、 

1.人道的補助金プロジェクト(humanitarian projects) 

2.奨学金(scholarship) 

3.職業研修チーム(vocational training team) 

に分けられます。 

GGや PGは満たすべき要件が多いため、私たちが活用でき

そうなのは GD 地区補助金となりそうですが、そのために

は 3年計画が必要となります。 

1年目に年次基金寄付額平均（EREY）に基づいて地区補助

金の支給額が決まるのでそのための委員会および委員の

構成を行いノミニーを先行します。2年目には委員会から

副委員長を決定し、ノミニーがエレクトとなります。そし

て、3年目に副委員長が委員長となり、会長が決まり地区

からの補助金が支給される流れとなります。 

当クラブの EREY は、105（2012-13）で 100 を超えていま

すので、 10000 ドルを上限としてクラブ拠出金に

EREY(105％)を乗じた金額の２倍までの金額が 2015-2016

年度には補助金として獲得できる可能性があります。 

また、ロータリー財団の資金確保のため、ポール・ハリス・

ソサエティへの入会推奨と、年次寄付目標 150ドルのお願

いがありました。 

最後に、ポリオ・プラスの「プラス」が、ハシカ、ジフテ

リア、百日咳、結核、破傷風のことであることを勉強させ

てもらいましたことを付け加え報告に代えさせていただ

きます。岩本さんの代理でこの研修に参加できたことに感

謝いたします。どうもありがとうございました。 

 

米山奨学部門 伊藤 正隆 
 

＊米山記念奨学部門（米山記念奨学委員会） 

 2630 地区では一人の寄付金の目安は 4,000 円でお願

いしたい。その他特別寄付や普通寄付もよろしくお願

いしたい。現在寄付総額としては全国の地区で後ろか

ら 4 番目であり、協力をよろしくお願いしたいとの事

であった。 

 米山奨学生の話があり、スポンサークラブ以外にも

例会におじゃまして卓話できるのでよろしく、その場

合往復の旅費はクラブで負担いただきたいとの事。 

質問① 

米山奨学生の国別割合でいくと一番多いのは中国で次

に多いのは韓国であるが、かたより過ぎていないか、

特にアセアン地域の奨学生を増やせないか。 

答え 

いつも厳正に審査している。なるべく他地域の奨学生

を検討してはいるが結果的に今のような結果になって

いる。 

質問② 

指定大学のない地域ではスポンサークラブにはなれな

いがそれについては如何か。 

答え 

北海道は縦に分割して２地区ある。そこでも同じこと

がいわれていてサブスポンサーになり夏休み等を担当

したりしている。それらを参考にしてみたら如何か。 

質問③ 

寄付金は一人 10,000円と思っていたが。 

答え 

大体のクラブは一人 4,000 円で、言われている 10,000

円は別になっている普通寄付で計上されている。因み

に 100,000 円で米山功労者、以後 100,000 円毎にマル

チプルとして感謝状を本部より出しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

久しぶりのメーキャップです。よろしくお願い致します。 
             高山西ＲＣ 伊藤松寿 様 

 

高山西ＲＣ 伊藤松寿様のご来訪を歓迎致します。いよい
よゴールデンウィークが始まりました。最大で 11 日間の
連休となるようですが、その間、大忙しの方もいらっしゃ
れば、ゆっくり休暇を楽しむ方もいらっしゃるでしょう、
いずれもよいＧ・Ｗになります様に。   理事役員一同 
 

伊藤松寿様のご来訪を歓迎致します。公私でお世話になり
ありがとうございます。          今井 俊治 
 

4月 14日 15日に行われました高山祭りは大変すばらしい
祭りでした。大原さんには、当日大変およばれし誠にあり
がとうございました。来年もよろしくお願いします。 
 田中 雅昭/今井 俊治 
 

先日の 1000回記念例会コンペで優勝をしましたのでニコ
ニコへ。                 岩本 正樹

 
 
 

伊藤松寿様のご来訪を歓迎申し上げます。本日早退します。 
新宮 一郎 

 

高山西ＲＣの伊藤松寿様のご来訪を歓迎致します。昨日、
嫁の父親のお見舞いに急に行く事になり行きました。虫の
知らせとはこういう事なのかと思いました。早退させて頂
きます。 松之木 映一 
 

次期親睦活動委員会の皆様、本日は打合せありがとうござ
いました。午後より出張のため早退させて頂きます。  

坂家 賢司 
 

先日の平塚湘南ＲＣとの親睦ゴルフにてコンペ順位の馬
を取りました。ほんの一部をニコニコへ。 中田 一男 
 

4/22高山カントリーでは失礼しました。まだ修行中なの
で皆様と廻るのはもう 2～3ヶ月待ってください。 
 久々野 国良 
 


